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１、レプリケーション中に回線障害が起きたら？

２、スプールディレクトリに関する注意点

３、帯域制御機能の活用

４、レプリケーションに必要な帯域幅を見積もる

５、同期はいつ行われる？

６、同期にかかる時間

７、ホストメンテナンス機能で再同期せずに
再起動

８、レプリカサーバを使って「とりあえず」運用

９、リストア機能でマスタに運用を切り戻し

１０、クロスレプリケーションでサーバの
設置台数を節約



ホストメンテナンス機能で再同期せずに再起動
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レプリケーション書き込み

STEP1: マスタへの
データ更新をブロック

STEP2: 変更をすべ
てレプリケーション

２台同時には行えません

ひとつのシナリオで同時に1台だけ再起動が
可能です。2台以上再起動が必要な場合は
交互にホストメンテナンスを実行してください。

再起動するまで終わりません

メンテナンス対象に指定したサーバが再起動
するまで、サービスの停止状態が続きます。本
当に再起動する時だけ使用してください。

ホストメンテナンスの仕組み （マスタの場合）
STEP3: 再起動を実行
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※ レプリカのホストメンテナンスの仕組みは補足資料を参照


